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五
代
友
厚
は
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
、
十
四
名
の

薩
摩
藩
士
英
国
留
学
生
の

引
率
者
五
名
中
の
副
使
の

一
人
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
向
か
っ
た
。
欧
州
大
陸

諸

国
も
巡
遊
し
た
五
代

は
、
ロ
ン
ド
ン
で
十
八
ヶ

条

の
建
言
書
を
執
筆

し

た
。
そ
の
中
に
、
薩
摩
藩
独

自
で
或
い
は
各
藩
合
同
で

商
社
を
設
立
す
る
べ
き
で

あ
る
と
の
提
案
を
幾
つ
か

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
幕

府
に
よ
る
長
崎
出
島
で
の

オ
ラ
ン
ダ
商
人
と
の
貿
易

独
占
を
排
除
し
て
、
日
本

全
体
と
し
て
各
地
で
の
産

業
力
を
高
め
よ
う
、
と
の

意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

〕
「８
ヨ
五
代
塾
顧
問

曾
野
豪
夫

「堂
轟
米
《
〓
所
」

「堂
轟
米
繭
《
〓
所
』

江
戸
時
代
、
大
坂
の

「堂
島
米
会
所
」
は
三
百
余
年

に
わ
た
り
米
穀
な
ど
の
相
場
と
物
流
を
担
っ
た
重
要

な
取
引
所
だ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
直
後
に
米
価

が
急
上
昇
し
て
安
定
し
松
か
っ
た
た
め
、
新
政
府
は

そ
の
元
凶
が
堂
島
米
会
所
に
あ
る
、
と
し
て
廃
止
し

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
翌
二
年
同
所
は
復
活
さ
れ
た
。

九
年
、
大
阪
の
実
業
界
で
大
き
な
力
を
得
て
い
た
五

代
を
中
心
に
そ
の
機
能
を

「堂
島
米
商
会
所
」
と
し
て

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

難
織
一麟
鉾
癌郎
、
三
井
縄
銀
行
鄭
鍾
就
職

弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
大
阪
市
江
之
子
島
で
生
れ

た
兼
松
は
、
恵
ま
れ
な
い
家
庭
環
境
の
下
で
育
っ
た
。

そ
こ
は
中
之
島
の
川
下
で
、
二
番
目
の
大
阪
府
庁
舎

が
建
設
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
聞
く
も
涙
、
語

る
も
涙
の
兼
松
の
波
乱
万
丈
の
半
生
記
は
い
ず
れ
紹

介
す
る
と
し
て
、
先
を
急
ぎ
た
い
。

明
治
三
年
二
十
五
歳
、
兼
松
は
横
浜
で
友
人
と
二

人
で
蚕
卵
紙
相
場
の
取
引
で
相
当
額
の
利
益
を
上
げ

た
が
、
遠
い

ヨ
ー
ロ
ツ
パ

の
普
仏
戦
争

勃
発
に
よ
り

国
際
相
場
が

暴
落
し
て

一

敗
地
に
ま
み

れ
た
。
若
く
し
て
大
金
を
得
た
頃
の
兼
松
の
背
広
姿

の
写
真
は
、
歴
史
的
に
も
貴
重

な
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
三
井
、

住
友
、
三
菱
な
ど
そ
の
後
貿
易

や
工
業
で
大
を
成
し
た
会
社

の
ト
ツ
プ
が
、
明
治
三
年
に
背

広
姿
で
写
し
た
写
真
を
私
は

見
た
こ
と
が
な
い
。
精
査
し
た

訳
で
は
な
い
が
。
大
倉
喜
八
郎
は
四
～
五
年
に
海
外

視
察
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
年
に
東
京
か
横
浜
で

の
背
広
姿
の
写
真
が
あ
る
か
ど
う
か
‥

兼
松
は
横
浜
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
く
希
望
を
も
っ

て
英
語
を
習
っ
た
り
し
て
適
当
な
仕
事
を
探
し
て
い

た
。
六
年
、
大
阪
に
戻
る
船
中
で
偶
然
に
も
英
語
の
恩

師
に
出
会
い
、
兼
松
は
三
井
組
銀
行
部
三
井
元
之
助

を
紹
介
し
て
も
ら
つ
た
。
面
接
の
折
二
十
八
歳
の
兼

松
は
、
「銀
行
員
と
し
て
忠
実
に
働
く
こ
と
」
を
諭
さ

れ
て
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
は
な
ん
と
丁

稚
待
遇
だ
っ
た
。
兼
松
は
朝
九
時
か
ら
の
勤
務
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
自
ら
七
時
か
ら
出
勤
し
て
掃
除
な

ど
の
下
働
き
を
な
し
、
若
い
丁
稚
か
ら
も
「房
吉
」
「房

吉
」
と
呼
び
捨
て
ら
れ
て
い
た
が
意
に
解
さ
な
か
っ

た
。
「○
吉
」
と
は
丁
稚
に
対
す
る
呼
び
名
だ
っ
た
。

と
に
角

一
時
は
小
な
り
と
雖
も

「紳
士
紳
商
」
の
仲
間

あ
る
長
袖
、
長
羽
織
の
悠
長
松
役
所
風
の
服
装
を
廃

し
て
平
民
的
な
前
垂
れ
掛
け
と
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
こ
れ
は
行
員
に
は
不
評
だ
っ
た
が
や
が
て
実
現

さ
れ
た
。
ま
た
、
③
日
本
風
の
帳
簿
を
廃
し
て
西
洋
式

簿
記
法

（要
す
る
に
複
式
簿
記
）
に
改
め
る
こ
と
も
兼

松
の
提
案
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
は
、
兼
松

に
入
社
し
て
伝
票
書
き
を
さ
せ
ら
れ
た
時
、
基
礎
知

識
が
な
か
っ
た
の
で
大
慌
て
で
年
長
の
ベ
テ
ラ
ン
女

性
に
教
わ
っ
た
。
お
か
げ
で
今
で
も

”＼∽
（∞∞
一ｏ
３の
の

∽
すのの
一
）
の
見
方
の
役
に
立
っ
て
い
る
。
Ｋ
子
さ
ん
、

有
難
う
。

「堂
島
米
繭
《〓
所
」
、

「大
阪
繭
法
会
議
断
』
肝
一剛
棒饉

明
治
九
年

「堂
島
米
商
会
所
」
の
発
足
に
際
し
て
、

三
井
組
三
井
元
之
助
は
兼
松
を
元
之
助
の
代
理
と
し

て
米
商
会

所
の
肝
煎

（今
で
い

う
専
務
理

事
か
）
と

し
て
送
り

込
ん
だ
。

こ
れ
は
全

薩摩藩英国留学生記念館記念碑より

年

瀞

胎

房

０

松

ｒ

兼

コ浜横

初代会議所 (Wikipedla)

入
り
を
し
た
身
で
あ
る
。
「房
吉
」
と
呼
び
捨
て
に
さ
　
く
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

れ
な
が
ら
、
自
ら
も
幼
少
の
頃
に
丁
稚
勤
め
を
し
た

苦
労
話
し
を
若
い
丁
稚
に
語
り
つ
つ
、
お
客
様
対
応
　
　
十

一
年
、
大
阪
商
法
会
議
所
の
設
立
に
際
し
て
初

の
仕
方
、
帳
面
付
け
、
算
盤
や
英
語
な
ど
を
教
え
た
の
　
代
会
頭
に
就
任
す
る
五
代
は
、
自
分
よ
り
十
歳
若
い

で
自
然
と
周
囲
か
ら
敬
服
さ
これ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　
′
兼
松
を
会
議
所
の
初
代
肝
煎
に
据
え
た
。　
一
市
井
の

貧
乏
の
極
み
に
あ
っ
た
丁
稚
上
が
り
の
男
が
、
三
井

あ
る
日
、
支
配
人
西
邑
席
四
郎

（に
し
む
ら
と
ら
し
　
や
五
代
に
認
め
ら
れ
て
登
用
さ
れ
た
の
は
彼
自
身
に

ろ
う
）
が
房
吉
を
呼
ん
だ
。
「職
務
に
三
年
間
勤
勉
に
　
対
す
る
傍
倖
も
あ
っ
た
が
、
全
く
日
々
兼
松
自
身
の

勤
め
た
こ
と
に
感
じ
入
っ
た
。
今
日
よ
り
管
理
職
に
　
刻
苦
勉
励
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
会
議
所
設
立
ま
で
の

抜
櫂
す
る
」
。
そ
の
後
兼
松
は
西
邑
に
幾
つ
か
提
案
し

，
数
年
間
大
阪
に
は
三
百
余
り
の
商
業
仲
間
が
乱
立
し

た
。
①
三
井
銀
行
は
諸
宮
庁
の
金
融
の
み
を
扱
っ
て
　
て
お
り
、
会
議
所
は
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
り
、
指
導
し

い
る
が
、
民
間
の
金
融
も
扱
う
こ
と
。
こ
れ
は
実
行
さ
　
た
り
、
資
料
の
蒐
集
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
会

れ
て
数
十
万
円
の
巨
額
の
新
規
預
金
を
集
め
る
こ
と
　
議
所
設
立
後
、
政
府
や
東
京
商
法
会
議
所
な
ど
か
ら

が
で
き
て
、
銀
行
の
基
盤
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
で
　
求
め
ら
れ
る
多
岐
に
わ
た
る
諮
問
報
告
、
大
商
と
し

き
た
。
②
行
員
の
服
装
に
関
し
て
は
、
行
員
の
誇
り
で
　
て
の
資
料
や
統
計
書
の
作
成
な
ど
の
多
く
は
兼
松
の
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調
査
と
執
筆
能
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

大
阪
繭
法
■
艤
所
総
会

九
月
、
会
議
所
設
立
総
会
が
西
本
願
寺
津
村
別
院

で
開
か
れ
た
。
因
み
に
私
の
外
曾
祖
父
永
見
米
吉
郎

は
、
三
ヶ
月
前
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
株
式
取
引
所
の

初
代
肝
煎

で
、
兼
松

と
も
親
し

い
間
柄
で

あ
っ
た
。

会
議
所
の

総
会
が
開

催
さ
れ
る

場
合
外
曾

祖
父
は
長

崎
以
来
の
五
代
の
信
頼
が
厚
い
子
分
と
し
て
、
五
代

の
近
く
に
兼
松
と
共
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。
（私
の
父

は
、
後
述
す
る
兼
松
が
興
し
た
商
社
に
就
職
し
、
私
も
、

娘
も
三
代
続
け
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
な
ど
誰
も
想

像
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
四
代
目

は
縁
が
な
か
っ
た
。
）

平
成
二
十
八
年

（
二
〇

一
六
）
、
ま
だ
テ
レ
ビ
や
映

画
で
は
五
代
の
な
じ
み
が
薄
い
七
年
前
の
こ
と
だ
っ

た
。
ｚ
〓
バ
の
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
会
議
所
の
総
会
の
場

面
で
「北
海
道
開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
」
に
関

連
し
て
、
会
議
所
議
員
の
多
く
が

（約
十
名
の
殆
ど
？

が
）
五
代
会
頭
を
難
詰
し
て
机
上
の
紙
を
礫
に
し
て

投
げ
つ
け
る
場
面
が
あ
り
、
私
は
息
を
の
ん
で
驚
愕

し
た
。
存
命
な
ら
五
代
も
兼
松
も
永
見
も
は
ら
わ
た

が
煮
え
く
り
返
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
。
私
も
腹
が
た

っ
た
。
会
議
所
議
員
は
藤
田
伝
三
郎
、
広
瀬
宰
平

（住

友
吉
左
衛
門
の
総
代
理
人
）
、
中
野
梧

一
、
芝
川
又
平

な
ど
大
阪
財
界
の
教
養
豊
か
な
鐸
々
た
る
商
人
の
お

歴
々
で
あ
る
。
大
阪
商
人
が
、
元
武
士
で
あ
る
五
代
会

頭
に
何
か
不
満
が
あ
る
と
て
総
会
の
席
上
に
お
い
て

皆
で
怒
声
を
あ
び
せ
て
紙
礫
を
投
げ
つ
け
る
と
は
！

そ
の
晩
、
私
は
寝
ら
れ
な
か
っ
た
。

私
は

ｚ
〓
バ
会
長
、
同
大
阪
局
長
に
早
速
抗
議
の
書
信

を
送
り
、
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
に
は

ｚ
〓
バ
に
抗
議

を
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
た
。
あ
る
日
、
電
話
が
鳴
っ

た
。
「曾
野
さ
ん
で
す
か
、
私
は
ｚ
〓
バ
大
阪
局
次
席
の

ダ
レ
ソ
レ
で
す
。
会
長
宛
て
に
五
代
の
こ
と
で
手
紙

を
書
か
れ
ま
し
た
ね
。
い
ま
、
大
阪
局
長
の
前
か
ら
電

話
を
か
け
て
い
ま
す
」

「は
い
曾
野
で
す
」

「お
手
紙

の
内
容
に
つ
い
て
で
す
が
、
あ
の
番
組
は
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
で
す
か
ら
、
云
々
」
「あ
ゝ
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

す
か
…
」
。
も
う
少
し
何
か
言
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
言
わ
れ
た
ら
釈
然
と
し
な
い

思
い
で
電
話
を
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（ｚ
〓
バ
も

会
長
宛
て
の
苦
情
に
は

お
∽
Ｏｏ
つ∽
の
す
る
の
だ
、
と
そ

の
時
分
か
っ
た
。
）

会
議
所
の
常
務
理
事
か
ら
は
過
去
の
こ
と
に
は
関

心
が
な
い
、
と
言
う
よ
う
な
返
書
が
あ
り
、
こ
れ
ま
た

釈
然
と
し
な
い
思
い
で
読
み
返
し
た
。
そ
し
て
そ
の

十
年
程
前
に
幾
度
か
お
会
い
し
た
佐
治
敬
三
会
頭
も

同
じ
返
事
を
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
思
っ
た
。
佐
治

会
頭
は
、
五
代
の
遠
～
い
親
戚
で
あ
る
私
に
非
常
に

丁
寧
松
ご
挨
拶
を
し
て
下
さ
っ
て
い
た
の
で
恐
縮
し

た
思
い
出
が
あ
っ
た
…

（話
が
逸
れ
て
恐
縮
）

『大
阪
繭
麟
』
劇
難
取
締
役

三
井
銀
行
と
会
議
所
を
辞
し
た
兼
松
は
、
関
西
以

西
の
小
さ
な
船
会
社
を
糾
合
し
て
「大
阪
商
船
」
を
設

立
す
る
準
備
に
奔
走
し
、
瀬
戸
内
沿
岸
の
中
小
の
船

主
を
訪
問
し
て
合
同
を
呼
び
か
け
た
。
結
局
中
小
の

船
主
五
十
五
名
、
船
舶
九
十
三
隻
を
糾
合
し
て
十
七

年
大
阪
商
船
会
社
が

設
立
さ
れ
た
。
広
瀬
宰

訓
　
平
が
社
長
に
就
任
し
、

情

兼
松
は
取
締
役
運
輸

嫌
　
課
主
管
の
要
職
に
就

３
　
い
た
。

（明
治
時
代
は

腱
部
と
か
局
と
い
う
概

創

念
は
な
か

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
）

『
大

阪
毎

爾
新

聞
」
創
榮
社

長

兼
松
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
江
戸

や
新
開
港
地
横
浜
と
新
潟
で
欧
米
人
と
少
し
ば
か
り

貿
易
交
流
な
ど
の
経
験
が
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
の
貿

易
の
九
割
が
外
国
に
開
港
さ
れ
た
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
、

新
潟
、
函
館
な
ど
に
限
ら
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
心
は

早
ま
れ
ど
徒
手
空
拳
、
成
功
し
た
事
業
は
な
か
っ
た
。

従
い
、
五
代
か
ら
幕
末
時
代
の
上
海
や
ヨ
ー
ロ
ツ
パ

で
の
見
聞
と
維
新
直
後
の
大
阪
や
神
戸
で
の
渉
外
交

渉
の
実
情
を
詳
し
く
聞
い
て
心
が
踊
ら
さ
れ
て
い
た
。

自
己
の
利
益
の
た
め
で
は
な
く
、
日
本
国
の
た
め
の

「直
貿
」
は
彼
の
夢
と
な
っ
て
い
っ
た
。

明
治
十
年
代
に
入
っ
て
以
降
の
日
本
の
新
聞
は
、

現
在
の
よ
う
に
中
立
を
掲
げ
る
企
業
に
よ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
人
物
を
中
心
に
集
ま
る
主
義
主
張
の

発
表
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
官
憲
の
支

持
に
よ
る
か
、
政
界
の
勢
力
を
背
景
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。
横
浜
で
明
治
十
八
年
、
「北
海
道
開
拓
使
官
有

物
払
い
下
げ
事
件
」
に
関
す
る
五
代
へ
の
新
聞
攻
撃

は
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
背
景
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

大
阪
の
実
業
団
体

「同
遊
会
」
で
は
兼
松
を
中
心
に
、

純
粋
に
大
阪
実
業
界
を
基
盤
と
す
る
言
論
機
関
設
立

の
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）

頃
経
営
難
に
陥
っ
て
い
た

「大
阪
日
報
」
へ
譲
り
受
け
、

そ
の
経
営
の
任
に
あ
た
０た
。そ
う
し
ヽヽた沖
、
い
よ
い

よ
兼
松
は
日
豪
直
貿
易
の
可
能
性
の
市
場
調
査
の
た，

め
十

一
月
か
ら
半
年
余
り
自
費
で
シ
ド
ニ
ー
と
メ
ル

ボ
ル
ン
に
旅
立
っ
た
。

こ
の

一
八
八
七
年
は
、豪
洲
ｚ
∽三
州
の
開
国

一
〇
〇

周
年
の
年
で
あ
っ
た
。
五
〇
年
後

一
九
二
七
年
、
私
が

四
歳
の
時
に
両
親
が

ｚ
∽三
州
開
国

一
五
〇
年
記
念
に

購
入
し
た
記
念
の
大
皿
を
私
は
お
仏
壇
の
脇
に
大
切

に
飾
っ
て
き
た
。
歴
代
総

督
の
肖
像
画
が
あ
し
ら
っ

て
あ
る
。
私
は
兼
松
を
退

職
後
、
五
年
余
り
勤
務
し

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
在

京
大
使
館
に
寄
付
し
よ
う

か
な
、
と
思
案
中
で
あ
る
。

早
く
し
な
い
と
私
は
九
〇

歳
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。

翌
明
治
二
十

一
年
兼
松
は
大
阪
日
報
を

「大
阪
毎

日
新
聞
」
と
改
題
し
て
初
代
社
長
兼
主
幹
と
な
り
、
大

阪
財
界
の
た
め
に
マ
ー
ケ
ツ
ト
情
報
を
掲
載
し
、
ま

た
論
陣
を
張
っ
た
。
資
本
金
三
万
円
は
友
人
知
古
と

出
し
合
っ
た
。
さ
ら
に
翌
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
、

毎
日
新
聞
社
の
事
務
所
を
淀
屋
橋
の
少
し
下
流
側
の

六
川
町

の
大
阪

簿
記
学

校
跡
に

移
転
し

た
ゎ
私

の
外
祖

父
永
見
邸
の
数
軒
先
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
現
在
の
新

住
友
ビ
ル
の
西
北
と
東
北
の

一
角
で
あ
る
。

「　
明
治
二
十
二
年
、
既
に
功
な
り
名
を
挙
げ
そ
こ
そ

こ
の
資
産
を
得
、
初
老
の
域
に
達
し
て
い
た
四
十
四

歳
兼
松
房
治
郎
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
を
本
山
彦

一
に

譲
り
、
社
長
を
辞
任
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
冒

険
的
な
直
貿
易
業
に
邁
進
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

友
人
は
叫
ん
だ
。

「兼
松
君
、
狂
せ
リ
ー
」

出展 :北御堂ミュージアム

筆者 5歳と卒壽の写真

NSW州開国 150年記念のお皿 (昭和 12年 )  
・

創刊 2日 目の「大毎」
右兼松房治郎社長
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第 16号 Dream五代塾新聞 令和 5年 (2023)10月 1日

マ
８
ヨ
五
代
塾
顧
間

八
木
孝
昌

躙
濶
一柩
撃
蛉
虔
瘍
沐
鰺
薇
贔

五
代
が
最
初
に
買
っ
た
鉱
山
は
大
和
国

（現
奈
良

県
）
吉
野
郡
天
川
郷
に
あ
る
銅
山
の
天
和
山

（
て
ん
な

さ
ん
）
で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
は
五
代
の
鉱
山
業
の
導

入
部
と
し
て
、
連
載
第

一
回

（本
紙
１０
号
）
で
軽
＜

触
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
少
し
詳
し
く
見
る
こ
と
に

し
ま
す
。

天
和
銅
山
は
明
治
元
年
に
地
元
栃
尾
村
の
住
人
岡

田
左
衛
門
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
四
月

に
は
岡
田
と

「鉱
山
方
」
森
清
之
助
と
の
間
で
、
そ
れ

を

「金
五
十
両
」
で
売
り
渡
す
約
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た

（『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
二
巻
史
料

一
六
）。
ど

の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
十
月
に
そ
の
銅
山
が

五
代
友
厚
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

五
代
が
鉱
山
業
の
会
社

「弘
成
館
」
を
設
立
し
た
の

は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

五
代
は
会
社
設
立
の

一
年
以
上
前
に
、
先
行
し
て
天

和
銅
山
を
購
入
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
動
機

に
は
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
、
五
代
の
鉱
山
業
へ
の
志
に
は
、
「農
工
と
鉱
山
は

国
の
本
な
り
」
と
い
う
藩
主
島
津
斉
彬
の
教
え
が

基
本
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
五
代
は
幕
末
の
英

国
留
学
中
に
親
交
を
結
ん
だ
ベ
ル
ギ
ー
貴
族
モ
ン

ブ
ラ
ン
と
の
間
で
日
本
の
鉱
山
開
発
に
つ
い
て
の

「契
約
書
」
を
交
わ
し
ま
し
た
が
、
幕
末
の
動
乱
の

中
で
実
行
に
移
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
鉱
山
開

発
を
、
明
治
に
な
っ
て
五
代
は
単
独
で
開
始
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
明
治
四
年
四
月
か
ら
金
貨

・銀
貨
の
鋳
造
を
開
始

し
た
大
阪
の
造
幣
局
に
、
五
代
は
明
治
二
年
に
大

阪
の
今
宮
に
設
立
し
て
い
た
金
銀
分
析
所
を
通
じ

て
金

・
銀
の
地
金
を
納
品
し
、
「巨
万
の
富
」
（五
代

龍
作

『
五
代
友
厚
伝
』）
を
得
ま
し
た
。
五
代
は
そ

の
利
益
を
天
和
銅
山
購
入
に
投
じ
て
、
も
と
も
と

計
画
と
し
て
抱
い
て
い
た
鉱
山
業
に
乗
り
出
し
た

と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
五
代
の
伝
記
作
家
た
ち
は
五
代
の
鉱

山
業
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
五

代
に
は
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
あ
り
、
近
代
日
本
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
鉱
物

資
源
の
確
保
を
自
己
の
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

観
点
か
ら
の
五
代
の
再
評
価
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

天
和
銅
曲
は
最
優
良
銅
曲

天
和
銅
山
跡
は
近
鉄
吉
野
線
下
市
口
か
ら
奈
良
交

通
バ
ス
で
天
川
和
田
ま
で
、　
一
時
間
以
上
か
か
る
山

奥
で
す
。
天
和
銅
山
は
鉱
石
中
の
銅
分
割
合
が
高
い

優
良
な
鉱
山
で
、
操
業
開
始
直
後
か
ら
順
調
に
利
益

が
出
ま
し
た
。
明
治
五
年
七
月
度
の
奈
良
県
令
四
条

龍
隆
平
に
宛
て
た
天
和
銅
山
稼
主
中
井
新
八

（代
）
保

田
広
吉
名
の
天
和
銅
山
収
支
報
告
書

（『
五
代
友
厚
伝

記
資
料
』
第
三
巻
史
料
二
六
）
が
あ
り
ま
す
。

出
鉱
銅
分

一　
二
七
、
六
九
五
貫

（
一
〇
三
ト
ン
八

五
六
キ
ロ
）

代
価

【　
一二
二
、
八
八
八
円

利
益

】

三
二
、　
一
九
五
円

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
五
代
の
鉱
山
業
の
将
来
は

順
風
満
帆
に
見
え
ま
す
が
、
そ
の
後
に
買
い
増
し
て

い
っ
た
鉱
山
の
多
く
は
不
採
算
で
、
全
体
を
連
結
決

算
す
る
と
赤
字
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
初
期

に
黒
字
を
計
上
し
た
の
は
、
天
和
銅
山
以
外
で
は
、
備

前
国

（岡
山
県
）
の
和
気
山

（銅
）
と
近
江
国

（滋
賀

県
）
の
蓬
谷
山

（銀

・
銅
）
の
二
山
で
し
た
。
優
良
銀

山
と
目
さ
れ
た
明
治
七
年
取
得
の
半
田
銀
山
は
赤
字

続
き
で
、
そ
の
採
算
が
黒
字
に
転
換
し
た
の
は
明
治

一
三
年

（
一
八
八
〇
）
か
ら
で
し
た
。

『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
三
巻
史
料
七
に
、
鉱
山

事
業
初
期
の
月
次
決
算
諸
表
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
筆
者
が
寄
せ
集
め
て
特
定
の
項
目
を

一
覧
表
に
し

て
み
ま
し
た
。

『悽
贔
烙
』
鱚
鱚
瘍
趙
躊
睦
　
ヽ

晰
夫
鶉
徒
鶉

{濃 |》 嘔子 1貫:益 iこ ま肉:螺::饉 :鷲」が立ても:れていて、それ密1鐵lみ :込黛 なもヽと冬:鐵:山命機 i益の合翼と連:結機 i溢 |」

総金額 !よ―致 しなしヽが、『肉郡費轟」 :よ撤簑な命で警略。

舎  久地曲 |よ導渚―○年五麟で消え、以降 :よ大豊意山 :こ交代 .

攀  大量意由 1ま鴫驚一二年六爾 :こ、醜鱒曲・嵐緩山 '纏曇山の二曲 |こ交代 .

拳  動婦畿 や慮檬曲 や福山義二山 I譲瞬治一二年八用 .:こ福轟山が 1大立山 :こ 交代金、

し
か
し
、
半
田
銀
山
は
地
元
と
の
問
題
を
解
決
し
、

明
治
十
三
年
に
は
黒
字
に
転
換
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

「弘
成
館
」
の
損
益
構
造
を
大
き
く
改
善
す
る
は
ず

で
し
た
が
、
そ
の
時
期
に
は
牽
引
役
で
あ
っ
た
天
和

銅
山
の
勢
い
が
減
じ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
五
代
の
「弘
成
館
」
事
業
は
苦
闘
続
き

で
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
苦
闘
は
弘
成
館
内
部
の
こ
と

で
あ
り
、
鉱
物
を
社
会
に
供
給
す
る
と
い
う
役
割
、
地

域
に
雇
用
を
創
出
す
る
と
い
う
役
割
等
が
失
わ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
初
期
の
大
方
針
で
あ

⊇
た
殖
産
興
業
の
推
進
に
あ
っ
て
、
産
業
近
代
化
の

た
め
の
資
源
確
保
を
担
っ
た
五
代
鉱
山
業
は
、
国
家

的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
五
代
は
ま
さ
に

「鉱
山

こ
の
表
で
顕
著
な
の
漱
一
天
和
山
が

ヽヽ
先
頭
を
、
和
気
　
王
」
と
し
て
、
日
本
の
鉱
山
業
の

一
翼
を
担
っ
た
の
で

山
銅
山
が
二
番
手
を
追
走
し
て
「弘
成
鉗
」
鉱
山
業
を
　
し
た
。

支
え
て
い
る
構
図
で
す
。
天
和
山
の
収
益
性
は
圧
倒

′

人
間
の
食
を
支
え
る
農
業
に
敬
意
が
払
わ
れ
る
の

的
で
す
。
五
代
は

「弘
成
館
」
事
業
を
よ
り
盛
大
に
す
　
に
対
し
て
、
鉱
山
業
者
を

「山
師
」
と
呼
ぶ
俗
語
が
あ

る
た
め
に
、
明
治
七
年
に
半
田
銀
山
を
購
入
し
ま
し
　
る
よ
う
に
、
人
間
の
生
活
を
支
え
る
鉱
山
業
に
は
ほ

た
が
、
そ
こ
で
誤
算
が
生
じ
ま
し
た
。
半
田
銀
山
の
地
　
と
ん
ど
敬
意
が
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生
活
が

元
か
ら
、
工
場
排
水
が
稲
苗
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
　
鉱
物
資
源
抜
き
に
は
成
立
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

と
い
う
指
摘
を
受
け
て
、
工
場
は
稲
作
期
間
の
半
年

＝私
た
ち
は
金
属
を
製
品
と
し
て
享
受
す
る
だ
け
で
、

間
体
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
半
田
　
資
源
発
掘
の
鉱
山
業
に
思
い
を
い
た
す
こ
と
は
あ
り

銀
山
は
恒
常
的
な
赤
字
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
　
ま
せ
ん
。
鉱
山
業
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
縁
の
下
の

の
諸
鉱
山
も
赤
字
を
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
言
わ
ば
　
力
持
ち
で
す
。
時
代
を
遥
か
先
ま
で
見
通
し
て
い
た

天
和
山
と
和
気
山
で
出
し
た
利
益
を
残
り
の
山
が
喰
　
五
代
は
、
そ
う
い
う
地
道
松
仕
事
を
自
己
の
使
命
と

い
つ
ぶ
し
て
い
る
観
を
呈
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
の
で
し
た
。
（次
号
に
続
く
）

覇 治 天磯曲 和気山 蓬書壺 半霧彙 大久保 山 :騨:醸義 久地 曲 蟻維機麟.

11苺 7場9年 7翔 警03 3.248 43霞 五ゝ 3,攣霧翼

字:筆 8馬 どゝ3,223 1,尋 21 1,332 ム参議17 ム 6.靭 6

9年 韓 周 719 6.694 769 ∠ゝ 拿ォ纂
'1

ピk843

1寺 尊 懇彎 量番)2奪奪 義619 ハ̀2,091 A4.鶴 4 ハ 1314辱 △ 73療 ∠ゝ理,奉43 1藝 ,?総

13年 7量 11,011 322 ピゝ358 △ 1,ヤ88 ごゝ287 △ 175 だヽ1,234 7‐ ?15

1斜等 8燿 1導 .25導 彎15 “♂、87拳
`憾

2,841 五ゝ 610 ム625 ム2‐ 09T 6‐ 藝41

ふ1.‐ 967 璃34‐轟詩 尊 11童 周 露移,3?4 520 ピ、2,S22 だヽ8,9堪 8 ∠ゝ 1.9,9 〔イゝ3,115

11難 1戯 どヽ撃4
=klぅ
T84 拳摯 30簿 3,嗜惑49,786 ぷ15書

貸 :等:饉 躍 機̀,4導 1 3.09 ごヽ霧41 〆ゝふ.025 二ゝ54鶯 ∠
=2,夕
334

`ゝ

4,鍵 :

1を 等 轟麟 碁26 、ふ1、 113 ∠115争 ノゝ254 ム4"93ヽ Iを、義=60移

「てんかわ天和の里」(元天川西小学校校舎)の天和鉱山展
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〕
「８
ヨ
五
代
塾
理
事
長
　
一川
口
　
一建

仙
巌
園
と
尚
古
集
成
館

鹿
児
島
市
内
か
ら
国

道

１０
号
線
を
北
東
に
進

み
、
鳥
越
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
す
ぐ
右
側
に
旧

鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館

（異
人
館
）
が
見
え
、
間

も
な
く
仙
厳
園
、
尚
古
集

成
館
の
駐
車
場
に
着
く
。

仙
厳
園
は
島
津
家
の

別
邸
と
し
て
つ
く
ら
れ
、

錦
江
湾
や
桜
島
を
借
景

と
す
る
雄
大
な
庭
園
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
末
の

名
君
と
謳
わ
れ
た
開
明
君
主

。
島
津
斉
彬

（第
１１
代

薩
摩
藩
主
）
は
日
本
全
体
を
見
据
え
こ
の
地
に
東
洋

最
大
の
工
場
群

「集
成
館
」
を
築
き
、
製
鉄

・
大
砲

・

造
船

・
紡
績

・
ガ
ラ
ス
・薩
摩
焼
な
ど
豊
か
な
国
づ
く

り
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
斉
彬
の
急
逝
に
よ
り
事
業

は

一
時
縮
小
さ
れ
た
が
、
藩
主
忠
義
の
後
見
人
久
光

は
、
兄
斉
彬
の
集
成
館
事
業
の
再
興
に
取
り
組
ん
だ
。

日
本
の
紡
績
業
は
、
江
戸
時
代
に
綿
花
か
ら
綿
糸

を
製
造
す
る
に
は

「手
紡
ぎ
」
と
い
う
家
内
制
手
工
業

に
頼
っ
て
い
た
が
、
明
治
初
期
に

「ガ
ラ
紡
」
の
発
明

と
動
力
に
水
車
を
活
用
し
生
産
性
は
向
上
し
た
。
し

か
し
綿
織
物
の
原
料
と
な
る
綿
糸
は
国
内
調
達
と
し

て
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
国
内
生
産
の
拡
大

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
特
に
薩
摩
藩
で
は
他
藩

に
比
し
て
帆
船
を
多
く
所
有
し
、
そ
の

「帆
布
」
に
使

用
す
る
需
要
は
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
薩
摩
藩
は
「五
代
才
助
建
言
書
」
を
採
用
し
、

１
８
６
５
年
の
「欧
州
視
察
と
留
学
生
派
遣
」
を
実
現

し
た
。
五
代
は
そ
れ
ら
の
任
務
の

一
つ
と
し
て
、
世
界

最
大
の
紡
績
メ
ー
カ
ー
、
プ
ラ
ッ
ト
・ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社

か
ら
開
綿
機
、
杭
綿
機
、
竪
錘
精
紡
機
、
斜
錘
精
紡
機

な
ど
の
紡
績
機
械

一
式
と
力
織
機
を
ベ
リ
ス
フ
ォ
ー

ド
社
ら
に
発
注
し
帰
国
し
て
い
る
。
購
入
機
械
や
招

聘
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
技
術
者
の
鹿
児
島
到
着
後
、
建

設
・機
械
設
置
を

一
気
に
進
め
、
日
本
初
の
洋
式
紡
績

工
場

「鹿
児
島
紡
績
所
」
を
誕
生
さ
せ
た
。

現
在
の
尚
古
集
成
館
本
館
に
は
、
先
の
太
平
洋
戦

争
で
大
半
の
機
械
が
全
焼
し
た
が
、
唯

一
紡
績
機
械

類
の
杭
綿
機

（そ
め
ん
き
・紡
績
工
程
の

一
機
械
）
一

台
が
無
傷
で
残
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
紡
績
史
の
象
徴

で
あ
り
、
生
き
証
人
で
あ
る
。
満
百
歳
を
迎
え
た
昭
和

４１
年

（１
９
６
６
）
に
尚
古
集
成
館
に
飾
ら
れ
た
。

ク
リ
ル
樹
脂
製
で
、
縦
二
十
七
考
、
横
五
十
二
考
、

高
さ
四
十
七
十
ン
の
透
明
の
箱
で
あ
る
。

こ
の
カ
プ
セ
ル
に
は
、
日
本
紡
績
史
、
統
計
資
料
、

映
画
フ
ィ
ル
ム
、
内
外
の
紡
績
の
実
態
等
が
収
録
さ

れ
紡
績
の
全
て
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
カ
プ
セ
ル
を
開
い
た
人
た
ち
に
「紡
績
業
２

０
０
年
に
寄
せ
て
」
と
い
う
、
挨
拶
状
も
添
え
て
あ
る

そ
う
で
あ
る
。
今
か
ら
４４
年
後
に
発
掘
す
る
予
定
に

松
っ
て
い
る
が
、
国
内
の
紡
績
業
、
繊
維
産
業
は
ど
う

松
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
確
実
に
生
存
し
て
い
な
い
が
、
大
変
興
味

深
い
瞬
間
に
な
る
と
想
像
す
る
し
か
強
い
。

部
を
移
設
す
る
こ
と
と
し
、
工
事
は
石
河
と
鹿
児
島

の
熟
練
工
が
あ
た
り
、
日
本
人
の
み
で
完
成
さ
せ
、
明

治
３
年

（１
８
７
０
）
に
操
業
を
開
始
し
た
。
当
時

の
運
営
責
任
者
と
し
て
工
場
建
設
～
生
産
は
石
河
確

太
郎
、
営
業
は
五
代
友
厚
が
担
っ
た
。
機
械
紡
績
工
場

と
し
て
は
日
本
で
２
番
目
の
工
場
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
製
の
機
械
を
備
え
た
本
格
的
な
近
代
工

場
で
あ
っ
た
為
、
多
く
の
見
学
者
が
つ
め
か
け
、
明
治

１０
年

（１
８
７
７
）
に
は
明
治
天
皇
が
行
幸
さ
れ
て

い
る
。
尚
、
操
業
翌
年
に
は
廃
藩
置
県
で
政
府
の
所
有

ま
た
、
所
有
者
の
変
遷
も
あ
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
紡
績
業
の
近
代
化
の
魁
は

「鹿

児
島
紡
績
所
」、
「堺
紡
績
所
」
で
あ
り
、
そ
し
て
東
京

の
本
綿
問
屋
の

「鹿
島
紡
績
所
」
（明
治
５
年
）
は
、

日
本
の

『始
祖
三
紡
績
』
と
い
わ
れ
て
い
る
。

９

月

２５

日

１６

時
よ
り
大

阪

市
設
南
霊
園

４

区
内

に
お

い

て
中

執
り
行
い
、
１

一

年
間
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
官

｛

有
物
払
い
下
げ
事
件
の
五
代
の
一

濡
れ
衣
を
、
八
木
孝
昌
氏
や
末

一

岡
照
晃
啓
氏
が
立
証
し
、
教
科

↑

書
修
正
が
実
現
で
き
た
こ
と
、

一

ま
た
、
∪
８ヽ
ヨ
五
代
塾
の
活
動
と

一

し
て
八
木
孝
昌
氏
、
田
中
光
敏

一

氏
の
講
演
会

（本
紙
第
１４
号
掲

｛

載

）
を
開

催

で
き
た

こ
と

で

す
。
最
後
は
薩
摩
の

，
焼
酎
で
献
杯
し
、
全

員

で
懇
親
会
を
行

い
、
五
代
さ
ん
に
纏

わ
る
話
を
し
な
が
ら

楽
し
く
墓
参
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

紡
績
百
年
の
碑

尚
古
集
成
館
の
玄
関
横
の
緑
地
内
に

「紡
績
百
年

の
碑
」
が
立
っ
て
い
る
。
１
９
６
７
年
に
日
本
紡
績
協

会
が
紡
績
業
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
建
て
た
石
碑
が
立

つ
。
今
か
ら
５６
年
前
で
あ
る
。

建
立
式
典
に
は
、
日
本
繊
維
産

業
連
盟
初
代
会
長
、
東
洋
紡
社

長
を
務
め
た
実
業
家
、
谷
口
豊

三
郎
紡
績
協
会
会
長
が
参
加

す
る
な
ど
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

紡績百年の碑

こ
の
碑
の
由
来
は

『鹿
児
島
百
年

（上
）
幕
末
編
』

の
中
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
掲
載
文
章
を
原

文
の
ま
ま
紹
介
す
る
。

１
９
６
７
年
５
月
２６
日
午
後
４
時
す
ぎ
‐
。
こ
う

書
く
と
物
語
り
め
く
が
、
確
か
に
二
世
紀
を
超
す

ド
ラ
マ
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
時
刻
、
鹿
児

島
市
磯
の
尚
古
集
成
館
前
で
、
「紡
績
百
年
の
碑
」

の
除
幕
式
が
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ
に

よ
っ
て
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、

２
０
６
７
年
５
月
１５
日
に
発
掘
す
る
よ
う
私
た

ち
の
子
孫
に
あ
て
た
“
遺
書
”
を
、
タ
イ
ム

・
力

プ
セ
ル
に
入
れ
、
碑
の
下
に
深
く
収
め
た

（昭
和

四
十
二
年
十
月
五
日
埋
蔵
）
こ
と
で
あ
る
。
カ
プ

セ
ル
は
ガ
ラ
ス
の
十
五
倍
の
強
度
を
も
つ
メ
タ
ア

日
本
の

『
始
祖
三
紡
績
』

鹿
児
島
紡
績
所
は
、
慶
応
３
年

（１
８
６
７
）
に

尚
古
集
成
館

一
角

（磯
ノ
浜
）
に
建
設
さ
れ
た
。
当
時

の
工
場
建
設
～
技
術
指
導
は
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
を
招

聘
し
、彼
ら
の
宿
舎
と
し
て

鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館
が

建
て
ら
れ
、
現
在
異
人
館
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

薩
摩
藩
に
は
石
河
確
太

郎

（正
竜
）
と
い
う
、
大
和

国
高
市
郡
畝
傍
石
川
村
（現

奈
良
県
橿
原
市
）出
身
の
蘭

学
者
が
い

と
同
時
期

入
を
藩
主
に
進
言
し
て

い
る
。
五
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
、の
機
械
購
入
に
は
石
河
′

の
知
識
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

堺
紡
績
所
の
設
立
は
、
大
阪
は
綿
糸
・綿
布
取
引
の

中
心
地
で
あ
り
、
原
料
綿
の
産
地
は
河
内
、
大
和

（奈

良
）
を
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
で
堺
に
注
目
し
（
現
在
の

大
阪
府
堺
市
堺
区

戎
島
町
に
建
設
さ

れ
た
。
生
産
設
備

は
五
代
が
輸
入
し

た
鹿
児
島
紡
績
所

の
紡
績
機
械
の

一

と

卑翻
御
一．市
白
王

国
駅
紡

臓

堺

日
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